





































定数 12 名のうち、1923 年は朝鮮人 10 名、日本人 2 名、1926 年は朝鮮人 9 名、日本人 3 名、










 21 詳細については、洪淳權「1920 ～ 30 年代 東萊의 地方選挙와 朝鮮人 当選者들」（『한국근현대사연구』












楽部は、東萊の青壮年を代表する有志団体として、1931 年 5 月の東萊邑会の議員選挙に
積極的に介入した。初めての東萊邑会議員選挙で、庚午倶楽部は 9 名の公認候補を推薦し、




















 22 洪淳権「日帝時期 東萊의 都市化 過程과‘住民大会’」『社會的 네트워크와 空間』（李泰鎭教授停年記






薦された。彼は 1946 年に耆英会に加入した（釜山廣域市 東萊區編『東萊區誌』1995 年、890 頁、秋
월영・金석희編『東萊耆英會 140 年史』1984 年、109 頁参照）。
 23 1926 年以後、地方選挙で当選した面協議会員の多数は、住民大会の実行委員・調査委員などの経歴
を持っていた。また 1929 年 5 月の選挙で当選した東萊面協議会員の李石模は、同年 12 月の住民大会
で市区改正実行委員に選出された。その他、詳細は洪淳権、前掲書（2009 年）、参照。
 24 『東亜日報』1931 年 4 月 6 日（3）および同年 5 月 13 日（3）、『朝鮮日報』1931 年 5 月 24 日（6）な
どを参照。
 25 この事実は面協議員を歴任した多数の人物が後日耆英会に会員として加入した事実からもわかる。こ
れは面協議会会員名簿や耆英会会員名簿（『東萊耆英會 140 年史』1984 年）の相互対照によって確認
できる。
 26 これに関わる問題はすでに洪淳権、前掲書（2009 年）でほぼ扱った。ただ、これまで取り上げなかっ
た「東海岸線の東萊邑通過運動」については、1927 年 11 月「実現期成会」（会長は金秉圭）が組織
された（『中外日報』1927 年 11 月 22 日の記事参照）。この東海岸線の建設運動は釜山府の有志が中
心になり、一部の東萊面有志と連帯して展開したものである。これについては全盛賢「日帝下 東海



























て 1920 ～ 30 年代に面協議会や邑会に進出するなど、政治的成功を収めることができた。







 27 もちろん都市化過程ではこの他にもさまざまな問題が提起された。たとえば 1931 年 3 月に「東萊面
民の世論機関」である東萊の庚午倶楽部が東萊の重大懸案として提起した 8 項目がすべてこれに属す
る。『東亜日報』1931 年 3 月 2 日付（3）に載った関連記事の内容を次に引用する。
  「東萊面民の世論機関である東萊庚午倶楽部では、さる 22 日の定期大会において討議された地方発展
上の重大懸案である市内施設問題をめぐって交渉議員の金秉圭・朴雨潤・朴遇衡・兪永濬・朴吉浩の
5 氏が、27 日午前 10 時に東萊面長の秋鳳瓚氏を訪問し、東萊面民の意思を代表して左記の諸項の迅
速な実施を要望したという。
  一 . 市街道路撤水［?］問題、二 . 隔離病舎移建問題、三 . 市内下水道施設問題 . 四 . 共同井戸清潔問題、
五 . 市内街燈実施問題、六 . 朝夕市場移転問題、七 . 郡庁前道路直通問題、八 . 壽安線開通促進問題」。








































 29 洪淳権、前掲書（2009 年）参照。
 30 この言葉を最初に用いたのは池秀傑、前掲論文（1997 年）のようである。その後、池秀傑は官僚─
有志支配体制に関する研究を続けている。
